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は じ め に 

 太陽光線のうち，生物に有害なＢ領域紫外線（以下

「ＵＶ－Ｂ」という。）はオゾン層で吸収される。そのた

め，フロンガス等の大気中濃度上昇に伴い，成層圏で

のオゾン層破壊が進行しオゾン全量が減少すると，Ｕ

Ｖ－Ｂの地表への到達量が増加すると懸念されている。

ＵＶ－Ｂの増加は，皮膚ガンの増加，免疫機能や生態系

への悪影響をもたらすと言われている１～３）。 

 本所においても，宇土市への新築移転を契機に，Ａ

領域紫外線（以下「ＵＶ－Ａ」という。）量及びＵＶ－Ｂ量

の測定機器等を整備し，平成７年６月から観測を開始し

た。本報ではセンサー信号増幅回路修復後４）の平成１

０年１０月以降の経年変化を見るとともに，平成１９年度

のＵＶ－Ａ量，ＵＶ－Ｂ量及び全日射量の観測結果を中

心に報告する。 

 

測 定 方 法 

ＵＶ－Ａ量，ＵＶ－Ｂ量及び全日射量の測定機器及び

設置場所は，既報５）と同様である。なお，ＵＶ－Ｂ計

の機器校正は，毎年１回メーカーで行っている。 

 

測定結果と考察 

１ 紫外線量及び全日射量の経年変化 

 図１に平成１０年１０月から平成２０年３月までのＵＶ－

Ａ，ＵＶ－Ｂ及び全日射の日積算量の推移を示した。Ｕ

Ｖ－Ｂをはじめ，いずれの量も夏季に高く，冬季に低い

季節変動を示した。 

２ 平成１９年度の測定結果 

 表１に平成１９年度のＵＶ－Ａ，ＵＶ－Ｂ及び全日射の

日積算量月平均値を示した。期間中のＵＶ－Ａ，ＵＶ－Ｂ

及び全日射の日積算量年平均値（括弧内は平成１８年度

の平均値）は，それぞれ６７６．０（６３９．２）ｋＪ/ｍ２，１４．３

（１３．４）ｋＪ/ｍ２及び１５．１（１４．２）ＭＪ/ｍ２であった。ＵＶ

－Ａ，ＵＶ－Ｂ及び全日射の年平均値は１８年度より増加

した。これは，表２に示すとおり平成１９年度は月別降

水日数の年間計が前年度と比較して減少したことによ

図１　ＵＶ－Ａ，ＵＶ－Ｂ及び全日射積算量の推移（平成１０年１０月～２０年３月）
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り各平均値について高くなる傾向にあった。例年６月

から７月に出現するピークは，５月から８月の期間，特

に６月と７月の天候が悪かったため８月に年間の最高

値を示した。 

ＵＶ－Ａ，ＵＶ－Ｂ及び全日射の日積算量月平均値の

最低値はいずれも１２月であり，それぞれ３０３．８ｋＪ/ｍ２，

４．５ｋＪ/ｍ２及び７．８ＭＪ/ｍ２であった。一方，ＵＶ－Ａ，

ＵＶ－Ｂ及び全日射の日積算量月平均値の最高値はい

ずれも８月であり，それぞれ１０４３．３ｋＪ/ｍ２，２６．１ｋＪ/ｍ

２及び２１．２ＭＪ/ｍ２であった。また，ＵＶ－Ａ日積算量月

平均値に対するＵＶ－Ｂ日積算量月平均値の比（ＵＶ－

Ｂ/ＵＶ－Ａ）は，０．０１４８～０．０２５０であり，夏季，特

に７月～８月が紫外線の中でＵＶ－Ｂの占める割合が最

も大きくなることを示した。 

図２　UV-AとUV-Bとの関係（日積算量）
（ｎ＝３６０）
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測定月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

平成16年度 11 11 13 11 10 19 7 6 9 13 11 12 133

平成17年度 7 5 10 14 10 7 7 5 8 8 11 10 102

平成18年度 9 14 15 14 14 11 1 10 11 7 7 8 121

平成19年度 11 9 14 13 8 10 4 2 8 9 5 8 101

表２　月別降水日数※の年度比較

※0.5mm以上の雨量が観測された日数。

図３　ＵＶ－Ｂ時積算量の時間帯別変化
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（観測地点：保健環境科学研究所屋上）

測定 ＵＶ－Ａ ＵＶ－Ｂ ＵＶ－Ａ＋ＵＶ－Ｂ 全日射

日数 （ｋＪ/ｍ２） （ｋＪ/ｍ２） （ｋＪ/ｍ２） （ＭＪ/ｍ２）

平成１９年　４月 30 754.1 14.6 768.7 0.0193 17.4

５月 31 905.7 19.1 924.8 0.0211 20.7

６月 29 826.7 18.9 845.6 0.0229 16.6

７月 30 803.4 19.8 823.2 0.0246 16.0

８月 31 1043.3 26.1 1069.5 0.0250 21.2

９月 30 898.2 21.3 919.5 0.0237 18.5

１０月 28 668.0 14.0 682.1 0.0210 14.9

１１月 30 447.4 8.3 455.7 0.0186 11.1

１２月 30 303.8 4.5 308.3 0.0148 7.8

平成２０年　１月 31 320.3 4.9 325.2 0.0152 8.2

２月 29 500.1 8.6 508.7 0.0172 12.9

３月 31 640.9 11.5 652.4 0.0180 15.7

年平均値 360 676.0 14.3 690.3 0.0201 15.1

ＵＶ－Ｂ/ＵＶ－Ａ測定年月

表１　宇土市における紫外線量及び全日射量の日積算量＊）月平均値及び年平均値

　*) 日積算量：０時から２４時までの時積算量の累積量。



図２にＵＶ－ＡとＵＶ－Ｂとの各日積算量の関係を示

した。両者間の相関係数（Ｒ）は０．９６９（Ｒ２＝０．９３９

８，ｎ＝３６０）であり，これまでの報告と同様に極めて密

接な正の相関関係が認められた。また紫外線（ＵＶ－Ａ

＋ＵＶ－Ｂ）量と全日射量との間の相関係数も０．９６９

（ｎ＝３６０）と同様な正の相関関係が認められ，毎日の

全日射量の変化が紫外線量の増減に影響を及ぼしてい

ることを示した。 

３ ＵＶ－Ｂ時積算量の時間変化 

 ＵＶ－Ｂ時積算量の測定時間ごとの変化を日周変化

として検討した。図３に平成１９年４月～平成２０年３月の

測定時間ごとの時積算量（月平均値）の変化を示した。

その結果，例年は７月が年間で最も大きいピークとな

るが，表２の降水日数の比較で示されるように，７月

の天候の悪い日が多かったため平成１９年度は８月が年

間で最大ピークとなった。１日の最大時積算量の出現

時間帯は，ほとんどの月で１２～１３時（６月，１０月，１２

月は１１時～１２時）であり，この時間帯が最も時積算量

が大きくなることを示した。１２～１３時の時積算量は各

月の日積算量の１５％（７月）～２１％（１２月）を占めた。ま

た，春季～秋季（４月～１０月）の９～１０時の時積算量

は冬季（１２月）の時積算量の最高値（１１時～１３時）

を超過する量であり，この傾向は例年と同様であった。 

年間で「最も強い日差し」（年間最大時積算量）が出

現する時期は，太陽の南中高度が最も高い夏至の頃と

考えられる。図４に平成１０年１０月から平成２０年３月まで

の期間におけるＵＶ－Ｂの１日の最大値が出現する１２

～１３時の時積算量の年間推移を示した。これより図１

の日積算量と同様な季節周期性が認められるが，５月

から７月にかけてはややなだらかに増加し，ピークが

夏至より遅れて７月に集中して見られた。このことはＵ

Ｖ－Ｂが６月から７月にかけての梅雨の影響を受けて低

くなることを示した。 

 

ま と め 

 平成１９年度に熊本県宇土市でＵＶ－Ａ量及びＵＶ－Ｂ

量を観測した結果，次のことが明らかとなった。 

 ＵＶ－Ａ，ＵＶ－Ｂ及び全日射の日積算量は夏季に高

く，冬季に低くなる季節変動が認められた。また，平

成１９年４月から平成２０年３月までのＵＶ－Ａ，ＵＶ－Ｂ

及び全日射の日積算量の年平均値は，それぞれ６７６．０

ｋＪ/ｍ２，１４．３ｋＪ/ｍ２及び１５．１ＭＪ/ｍ２であり，前年度に

比べやや高めにあった。前年度と比べて年間の降水日

数が約２０％少なくなっており，これが日照時間に影

響し，各平均値が高くなったためと考えられた。ＵＶ

－Ｂ/ＵＶ－Ａは０．０１４８～０．０２５０であり，例年と同様

に夏季にＵＶ－Ｂの割合が増加する傾向を示した。 

ＵＶ－ＡとＵＶ－Ｂ間及び紫外線（ＵＶ－Ａ＋ＵＶ－Ｂ）

量と全日射量間にはいずれも正の相関関係が認められ

た。 

図４　ＵＶ－Ｂ時積算量（１２～１３時）の年間推移（平成１０年１０月～２０年３月）
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ＵＶ－Ｂの１日の最大時積算量は６月，１０月及び１２月

を除くほとんどの月で１２～１３時に出現し，また年間最

大時積算量は８月に出現した。 

現在，国立環境研究所地球環境研究センターでは全

国の大学や試験研究機関・民間団体などで実施されて

いる有害紫外線観測をボランタリーにネットワーク化

し（有害紫外線モニタリングネットワーク），有害紫外

線に係わる観測情報の収集及びデータの共有体制を構

築している７）。本研究所では平成２０年４月よりこのモ

ニタリングネットワークに参加することとし，月単位

の紫外線データをネットワーク内で公開している。 
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